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集落見聞録�
（第19回）�
�安居土居�

や  す  い  ど  い �

氷
室
神
社
本
殿
は
江
戸
時
代
初

期
、
石
鎚
山
系
の
手
箱
山
か
ら
切

り
出
し
た
氷
を
、
土
佐
藩
主
山
内

家
に
献
上
す
る
際
、
中
継
地
と
な

っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

手
箱
山
に
は
氷
室
（
雪
屋
）
が

あ
り
、
昔
は
雪
を
詰
め
て
い
ま
し

安居土居は、池川総合支所から車
で約10分、３月末現在26世帯、49人
の集落です。
高低差の大きい所で、山の中を上

る曲がりくねった道路沿いに家が点
在しています。集落入口から一番遠
い家までは約４㌔もあるということ
です。
上の方に行くと、いくつかの山の

向こうに手箱山（いの町）を望むこ
とができます。集落を訪れた４月17
日は山頂付近に雪が見えていました
が「手箱山に雪があるうちは、暖か
くならない」といわれるとおり、大
変寒い１日でした。
昔は至る所に栗を植えていたそう

ですが、現在は茶、ユズ、ゼンマイ
を栽培し、出荷している家が多いと
のことです。

上空から見た安居土居集落
県道安居公園線から山の上へ上へと道路が
続きます

た
。
山
内
家
二
代
藩
主
・
忠

義
公
の
時
代
ま
で
毎
年
六
月

一
日
に
こ
の
氷
室
の
雪（
氷
）

を
取
り
出
し
て
壺
に
詰
め
、

夜
間
の
飛
脚
で
献
上
し
た
と

の
こ
と
で
す
。

こ
の
雪
送
り
コ
ー
ス
と
し

て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
手
箱

山
か
ら
氷
室
神
社
、
旧
吾
北

村
、
旧
鏡
村
な
ど
を
経
て
高

知
城
下
に
至
っ
た
コ
ー
ス
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

神
社
本
殿
の
近
く
に
は
、

氷
室
と
い
わ
れ
た
洞
く
つ
跡

が
あ
る
そ
う
で
す
が
、
倒
木

な
ど
に
よ
り
残
念
な
が
ら
見

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

神
社
の
祭
日
は
七
月
十
日

と
十
一
月
二
十
五
日
で
、
昔

氷室神社本殿

は
み
こ
し
な
ど
も
出
て
、
盛
大
な

祭
り
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
で

は
人
口
減
少
と
高
齢
化
に
よ
り
、

集
落
の
人
が
集
ま
る
だ
け
と
な
っ

て
い
ま
す
。

集落のシンボル　氷室神社

区
長
の
安
中
征
生
さ
ん
、
神
社

総
代
長
の
中
山
福
茂
さ
ん
は
「
若

い
者
が
お
ら
ん
の
で
、
古
い
歴
史

の
あ
る
神
社
に
つ
い
て
、
伝
え
て

い
く
人
が
お
ら
ん
。
貴
重
な
財
産

を
こ
れ
か
ら
ど
う
や
っ
て
守
っ
て

い
く
の
か
」、
と
不
安
そ
う
に
話

し
て
い
ま
し
た
。

代
々
区
長
が
受
け
継
い
で
い
る
神
社

の
沿
革
な
ど
を
書
い
た
記
載
書

お話をお伺いした中山福茂さん（左）と
安中征生さん（右）

至　安居渓谷�

吉ケ成�
県道安居公園線�

池川総合支所�
○�

至　大峠トンネル�R439

安
居
土
居�
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19年度予算

普通建設事業予算前年の2倍以上
平成19年度一般会計

前
年
度
の
二
倍
以
上

今
年
度
の
普
通
建
設
事
業
費

は
、
新
し
い
町
づ
く
り
を
積
極
的

に
推
進
す
る
た
め
十
三
億
七
千
六

百
万
円
と
、
前
年
度
六
億
二
千
五

百
万
円
に
比
べ
二
・
二
倍
の
予
算

と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
予
算
全
体
に
占
め
る
割

合
は
、
経
費
の
中
で
も
一
番
大
き

い
二
十
％
（
前
年
度
九
％
）
と
な

っ
て
い
ま
す
。

新
規
事
業
に
着
手

普
通
建
設
事
業
費
の
う
ち
大
き

な
新
規
事
業
と
し
て
前
月
号
で
も

ご
紹
介
し
た
と
お
り
、
防
災
行
政

無
線
施
設
整
備
事
業
四
億
四
千
百

万
円
、
道
整
備
交
付
金
事
業
（
林

道
戸
立
線
開
設
他
十
三
路
線
）
三

億
二
千
八
百
万
円
、
長
者
小
耐
震

補
強
事
業
五
千
四
百
万
円
な
ど
が

あ
り
、
こ
の
三
事
業
で
八
億
二
千

三
百
万
円
と
普
通
建
設
事
業
費
の

六
割
に
達
し
て
い
ま
す
。

継
続
事
業
で
は
昨
年
度
事
業
着

手
し
た
、
む
ら
づ
く
り
交
付
金
事

業
（
寺
村
集
落
道
、
下
名
野
川
農

用
地
保
全
）
一
億
円
や
町
道
椿
山

線
整
備
事
業
一
億
円
な
ど
が
予
算

化
さ
れ
て
い
ま
す
。

合
併
補
助
金
な
ど
を
充
当

積
極
的
に
予
算
を
組
ん
だ
普
通

建
設
事
業
費
で
す
が
、
国
か
ら
の

合
併
補
助
金
や
有
利
な
地
方
債

（
合
併
特
例
債
・
過
疎
債
）、
基
金

繰
入
金
（
ま
ち
づ
く
り
基
金
・
地

域
振
興
基
金
）
な
ど
を
活
用
し
、

普
通
建
設
事
業
に
充
て
た
一
般
財

源
（
町
が
自
由
に
使
え
る
お
金
）

は
二
億
一
千
三
百
万
円
と
、
前
年

度
の
二
億
一
千
万
円
と
ほ
ぼ
同
額

に
抑
え
て
い
ま
す
。

前
月
号
に
掲
載
し
た
と
お
り
平
成
十
九
年
度
の
一
般

会
計
当
初
予
算
は
六
十
八
億
四
千
六
百
五
十
万
円
と
決

定
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
歳
出
予
算
の
特
徴
と
し
て
、
普
通
建
設
事
業

費
が
前
年
度
に
比
べ
二
倍
以
上
と
大
幅
に
増
え
た
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
今
回
は
、
こ
の
普
通
建
設
事
業
に

焦
点
を
あ
て
て
み
ま
す
。

《歳出予算の内訳　単位：百万円》�

人件費　1,237

18％�

公債費　1,352
20％�

物件費　1,118

17％�

扶助費・その他　479

補助費等　563

繰出金　496

普通建設事業費　�
　　　　1,376

災害復旧費　226

7％�

8％�

7％�7％�

20％�20％�

3％�3％�

整
備
が
待
た
れ
る

防
災
行
政
無
線
（
森
）

耐
震
補
強
工
事
が

行
わ
れ
る
長
者
小

昨
年
度
、
工
事
に
着
手
し
た

寺
村
集
落
道
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地震に備えて

突然、大きな地震に襲われたとき、私
たちは適切な行動がとれるでしょうか？
最近、国内や国外では大きな地震が発生
し、それによって尊い人命と貴重な財産
が奪われています。日ごろから地震に対
して備えておくことがとても大切です。

地震時の行動について
・グラッときたらまず身の安全を確保し
ましょう。
・素早い消火と火の始末を行いましょう。
・慌てず落ち着いて行動しましょう。
・門や塀などには近寄らないようにしま
しょう。

地震に対する備えについて
・家具類や冷蔵庫の転倒・落下防止をし
ておきましょう。
・消火の備えをしておきましょう。
・非常用品を備えておきましょう。
・避難場所について話し合っておきまし
ょう。
・けがの防止策をしておきましょう。
※例：地震のときは、割れたガラスな
どが床などに散乱することがありま
す。素足ではけがをするので、寝室
などにスリッパや靴を準備しておき
ましょう。

非常用品について
両手が使えるよう、リュックサックな

どに避難時に必要な物をまとめておきま
しょう。
飲料水、携帯ラジオ、衣類、履き物、

食料品（非常食）、マッチやライター、
貴重品、懐中電灯、救急セット、筆記用
具、雨具（防寒）、テｲッシュなど

救急（病院紹介）の問い合わせ
高吾北消防署　@２６・２１１１
仁淀川分署　　@３５・００１７

こんにちは！�
　　　保健師です�

気
軽
に

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

暖
か
く
な
り
、
過
ご
し
や
す
い

季
節
に
な
り
ま
し
た
。
今
月
は
、

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
気
軽
に
で
き

る
運
動
「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
に
つ

い
て
お
話
し
ま
す
。

☆
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
は
こ
ん
な
効

果
が
…

①
老
化
防
止

足
を
動
か
す
と
、
脳
細
胞
が
活

性
化
し
て
老
化
が
防
げ
ま
す
。

②
肥
満
防
止

体
の
隅
々
に
酸
素
が
運
ば
れ

て
、
効
率
よ
く
体
脂
肪
（
内
臓
脂

肪
）を
燃
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
生
活
習
慣
病
予
防

血
行
が
良
く
な
り
、
高
血
圧
が

抑
え
ら
れ
ま
す
。
善
玉
（
Ｈ
Ｄ
Ｌ
）

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
増
加
し
、
動

脈
硬
化
が
防
げ
ま
す
。
ま
た
血
糖

を
下
げ
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

④
寝
た
き
り
予
防

筋
力
低
下
を
防
ぎ
、
骨
を
強
く

す
る
こ
と
が
で
き
、
転
倒
や
骨
折

が
予
防
で
き
ま
す
。

⑤
ス
ト
レ
ス
解
消

気
分
が
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
、
自

律
神
経
の
調
子
も
良
く
な
り
ま

す
。
ま
た
適
度
な
運
動
は
、
寝
つ

き
を
良
く
し
ま
す
。

☆
正
し
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
ポ
イ

ン
ト悪

い
姿
勢
で
歩
い
て
い
る
と
、

足
や
腰
を
痛
め
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
姿
勢
は
正
し
く
、
少
し
急
ぎ

足
で
歩
く
の
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

☆
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
行
う
と
き
の

注
意

①
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ

い
き
な
り
始
め
る
と
転
倒
な
ど

の
事
故
や
け
が
の
も
と
。
高
齢
の

方
は
特
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

②
水
分
補
給

③
足
に
合
っ
た
靴
選
び

④
無
理
を
し
な
い

顔を上げて、まっすぐ�
前を見る�

あごを引き、�
肩の力を抜く�

足首を90度に曲げて、�
かかとから接地する�

腕は90度に曲げて、�
前後に大きく振る�

背筋を伸ばす�

ひざを伸ばして、�
つま先で地面を�
強く押す�

歩幅は、できるだけ�
大きくとる�

自
分
の
体
力
に
合
わ
せ
た
距
離

と
ペ
ー
ス
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

病
気
治
療
中
の
方
は
、
主
治
医
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。



仁
淀
川
町
の
皆
様
は
じ
め
ま
し
て
。

橋
田
祥
（
は
し
だ
ひ
ろ
し
）
と
い
い
ま

す
。出

身
は
神
奈
川
県
横
浜
市
で
、
大
学

か
ら
高
知
県
に
い
ま
す
。
今
ま
で
に
高

知
県
立
中
央
病
院
、
大
月
病
院
、
沖
の

島
へ
き
地
診
療
所
、
馬
路
診
療
所
、
再

び
大
月
病
院
を
経
て
、
こ
の
四
月
よ
り

大
崎
診
療
所
勤
務
と
な
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
が
言
う
に
は
「
年
齢
の
わ
り
に
若
く
み
え
る
」
そ
う
で
す
。
ち

な
み
に
三
十
三
歳
で
す
。

ま
だ
ま
だ
診
療
所
の
業
務
や
仁
淀
川
町
で
の
暮
ら
し
は
慣
れ
て
い
ま
せ

ん
が
、
な
る
べ
く
早
く
慣
れ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

性
格
は
温
厚
（
な
つ
も
り
）、
趣
味
は
硬
式
テ
ニ
ス
、
音
楽
鑑
賞(

ク
ラ

シ
ッ
ク
か
ら
ポ
ッ
プ
ス
、
ハ
ー
ド
な
音
楽
ま
で
全
般)

で
す
。
よ
く
町
内

を
妻
や
子
ど
も
と
一
緒
に
う
ろ
う
ろ
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
気
軽
に

声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

旧任校
安和小
越知小
長沢小
川内小
名野川小

神谷中
伊野中
須崎中
日高中

中部教育事務所
神谷中
四万十高
小津高
中村中高校
幡多農業高
須崎高
須崎高
小津高
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職　名
教　　頭

教　　諭

主　　任
教　　諭
臨時講師
総括主任
教　　諭
教　　諭
臨時講師
教　　諭
教　　頭
教　　諭
臨時講師
校　　長

教　　諭

事務長

旧任校
大 崎 小

名野川小

池 川 小

別 府 小
長 者 小

吾 川 中

池 川 中

仁 淀 中

仁 淀 高

氏　　名
土居　茂則
西本　昭裕
中田　浩香
西森千賀子
田代　雅美
伊賀　大祐
石本千佐子
西森　昭仁
塙　　修二
鈴木　　学
山中　孝一
竹田　章男
西村　道代
久保　智誠
山� 昭
中山　裕文
小松さやか
萩野　　隆

教職員人事異動
4月1日付で、町立小・中学校、県立仁淀高校の教職員が下記の通り異動しました。

転入・異動

新任校
若井川小
西小
尾川小
別府小
泉野小
伊野南小
須崎中
佐川小
高岡中
香北中
付属中
黒岩中
朝ケ丘中
窪川中
山田高
伊野商業高
須崎工業高
日高養護学校

転出

職　名
教　　頭

教　　諭

教　　諭
主　　任
臨時講師
教　　頭
教　　諭

教　　諭

臨時養護教諭
教　　頭
教　　諭
校　　長

教　　諭

事務長

新任校
大 崎 小

名野川小

池 川 小
別 府 小
長 者 小

吾 川 中

池 川 中

仁 淀 中

仁 淀 高

氏　　名
峯積　真理
揚田　　賢
久万　　桜
米良ひとみ
西森千賀子
茂木　章宏
細美　　彰
荻野　弥紀
浜田　宜志
濱口　昭仁
森光あゆみ
片岡　　貢
西森　美穂
小島　功士
寺尾　佳倫
北村　征稔
笹岡　裕之
堀内　英幸
住岡　文香
澤松　　宝

退職者
吾川中：山下千賀子（教頭）
仁淀高：植田　哲一（教諭） 高瀬　潔徳（講師） 矢野　宏和（講師） 梶原　純（講師）

役場の開庁時間が15分延長
４月１日から、役場の開庁時間が８

時30分から午後５時30分までとなりま
した。

助役が副町長に
地方自治法の改正により、助役の名

称が「副町長」となりました。
また収入役が廃止され、出納事務に

ついては、新たに設けられた「会計管
理者（一般職）」が引き継ぐことにな
りました。

4月から変わりました 大
崎
診
療
所
に
橋
田
医
師
が
着
任


